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i=l j=l i=l 
Ji ，j は隣接サイト対だ ~tに正の一定誼をもっとする。 H はこの系に加えちれた議場である。
このハミルトニアンを用いた逆温度βのカノニカル分布による平均を (-)s，H と記す。こ


















































dx ( t ) 1 T，1/ __ f -'¥ ¥， /2T 一一 = ~F(x(t)) + ，/午ご(t)dt !^ -¥ -¥ -J J • ¥f !^ (6) 
で記述されるとするむここで、x(t)E [0ぅL)はブラウン粒子の位置を表す確率変数であり、周
期境界条件を溝たす。 F(x)はブラウン粒子に鵠く力でるり、 F(x)= -8U/δz十fとして、
間期ポテンシャルU(x)による力と均一駆動力fに分けることが出来る c マはブラウン粒




仰 )=lim;iog円勺 (8) 
と定義される。
最大固有僅による表現
G(h)をある演算子の最大臣有{直と結びつける o X(t) = tV(t)で粒子の変位の総和を定
義すると、この確率変数X(t)εRほ、ランジュパン方程式










(x，x) r 1 (δ F(x) ¥ ， T (δ2 ¥ F(x) (δ¥ ， T (82 ¥ ， 2T ( ♂¥ 乙与l]= -(一一一 j十一(;;~?'l 一一一 (-j+ 一(一一}十一( ~~~~"V". 1 ¥δx I ) γ¥δx2 ) γ ¥8X) γ¥δX2) ， I ¥δx8X) 
である。 qh(X，t) = fごodXehういうX，t)とすると、 (10)式、 (11)式より、 qh(X，t)の時間
発展方程式を
ヨh(X，t) ~(x) δ;' V! = L:hX) [qh(X， t)]
として導出出来る。ここで漬算子ι?の具体的な形泣
(x)r 1 ( 8 F (x) ¥ I T (82 ¥ I F( X L~ ，T L 2 2T L (δ¥ G T-i=-17一一)十一 [τ_?1十一-h-+-h---h(γ) (13) 
¥OX I ) I ¥OX“) I 1"¥( I ¥ OX ) 
となる。従って、この演算子乙iz}の最大国有種をおとすれば、十台大きい tに対して、








δf f(X +ムx)-f(xー ムx)
(15) 
δx 2ムz
δ2f fh十ムx)+ f(ヱームx)-2f(x) 
(16) 
δジ ムジ



















































δ2仇(x) 1 1..¥ 1δ210g q)h(X) . (8log仇(x)¥21




















Tδρ〈初)(x) ， p(ω>(x) 
V(W) L-1 =ーナ 十一一一(F(x)十切(x)). (23) 
~δX 'y 
ここでVC叫は別の定常状態での粒子の平均速度、 p(同(x)は関の定常状態での粒子泣置の
確率密度でるる。実際に、 ρ(W)(x)を(22)式の両辺にかけて、 (23)式を用いて F(x)を活
去し、その式の両辺を zで積分する。その結果と (14)式を合わせると、
寸 rL




仰)ニ2T(:X log<Th(x) + h) (25) 







来る [1]0また、 (24)式iこおいて同(X)2-2Uh(X)ω(x) =一切(X)2+ (Uh(X)一切(x)?とし
て、 ρ{ω)(X)> 0を用いれば、次の変分公式が得られる。
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